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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号 ５５６ 

決裁期日 平成２６年１０月１６日 

名 称 文化財保護委員会会議 

日 時 平成２６年１０月１５日  １３時３０分～１５時００分 

場 所 公民館 第１研修室 

出席者 

文化財保護委員 ８名（安西委員、羽賀委員欠席） 

教育委員会：服部教育長、野崎教育振興課長、鈴木主幹 

飯村主査、水野施設管理業務員 

内 容 

 別紙のとおり。 

 ・教育振興課長進行 

委嘱状交付、教育長の挨拶後、各委員等自己紹介を行う。 

本年より任期が新たになっており、条例には規定がないが慣例により委員長を選任してい

るため、委員より推薦願いたい旨、教育振興課長より委員へ諮る。 

委員より事務局一任の発声あり、事務局より北川委員を推薦し了承。 

これより、北川委員長が議事進行を行う。 

 

<報告事項> 

 報告事項 1～3について、事務局より一括して報告する。 

1 整備関係 

 事務局より郷土館第２展示室改修工事と郷土館年表展示品庫購入について報告。 

 郷土館第２展示室改修工事の契約額が誤っており、正しくは 1,263,600 円である旨を報告

し議案の訂正を願う。 

2 開館関係 

 郷土館日曜・祝日開館と９月末現在における郷土館と開拓記念館入館者数状況について報

告した。郷土館については、昨年より支援ボランティアによる日曜開館を実施しているが、

本年は日曜に加え祝日についても支援ボランティアの方々に開館業務等に従事していただい

ている旨を報告した。 

3 事業関係 

 ＮＰＯ法人環境ボランティア野山人の主催で、本年度で 7回目となる「トカチルゥチシ伝

承堅雪フットパス」に教育委員会として名義後援した旨の報告と 7月 13 日に郷土をさぐる会

と共催し郷土探訪研修会を実施し、昨年に引き続き一般参加者の参加も受け付け、南幌・長

沼町での研修を行った旨の報告をした。 



内 容 

 委員長より報告事項 1～3について質疑等求める。 

 田中委員より 2.開館関係について郷土館の高校生・一般の来館者数の増加について質問

があり、北海道開拓の村ボランティア員の研修や道内各地の老人会等の研修旅行など団体

の来館者が多かったことによる増である旨を説明する。 

 教育長より 3.事業関係の郷土探訪研修会について共催団体であう郷土をさぐる会の三

原委員へ、昨年、今年と 2ヵ年の研修については、内容が難しく一般の参加がしづらい部

分があったため、来年度は歴史に興味をもってもらえるような事業を計画していると伺っ

たが会として、内容等検討されているかとの質問あり、三原委員より来年度については、

北海道開拓の村などを視察し、一般の参加者もさぐる会の会員も勉強になるような内容に

なるよう検討しているとの報告あり。 

 その他、意見・質疑等なく、了承。 

<協議事項> 

 1～3 について、一括事務局より説明。（1,2：水野、3：飯村説明） 

1.郷土館特別展示については、「かみふらの遺跡（埋蔵文化財）展」を開催し、町内に

点在する 37 ヶ所の埋蔵文化財の所在地や出土品の展示をする旨の提案をした。 

 2 かみふらの10大ニュースについても例年同様に町民の選考応募により決定すること

を説明した。 

  

3 道営農地整備事業にともなう東中東部地区の試掘調査については、本年 5 月に道の調

査員の事前調査の折に再度試掘を行い詳しく調べたい場所として議案の 4 ヵ所があげら

れ、11 月 11 日～12 日の 2日間で試掘調査を行う旨の説明をする。 

 委員長より協議事項 1～3について質疑等求める。 

 意見・質疑等なく、了承。 

 協議事項 1～3 までで本会場での協議を終え、現地視察へ移動し、現地視察終了後本日

の会議を終えることで事務局より提案し了承、現地視察を行った。 

 現地視察は、郷土館第 2展示室の改修状況と郷土館 2階の展示品庫の確認、日の出 3遺

跡、日の出 5遺跡の視察を行い、文化財保護委員会を終了した。（帰庁時間 15：00） 

 

 ※郷土館玄関の敷石の剥がれについて、事務局より新年度に向けて改修予定である旨の

説明をした。 

 ※郷土館第 2展示室の桜の切り株について、処分を含めて検討をとの提言があった。 

 


